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	1. ST10:応用問題：結婚とは何であるべきか
前提知識
伝統的な結婚とその問題
同性婚訴訟
結婚廃止論
E.ブレイクの『最小の結婚』
まとめ
社会思想(SocialThought,TCUE2023)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	2. ST10~ST13は、応用問題として（妊娠中絶や）結婚の自由、トランスジェンダーを扱っ
ていく。これらは、哲学な論点も含まれるが、現代フェミニズムが保守主義とのあいだ
で議論を戦わせている現在進行形の政治問題でもある。
講義の主眼は、フェミニズムの背景にあるより高度な哲学的な議論を概説することでは
あるが、現実政治についても可能な範囲で目配りしていきたい。今日は日本でも同性婚
訴訟で問われる結婚の自由および制度としての結婚を検討する。
今日のタスク
(1)これらの問題を検討するための前提知識
(2)a.伝統的な結婚とその問題、b.結婚廃止論と結婚改革論
これによって以下のことが理解できる
(1)同性婚訴訟の理論的な背景、(2)フェミニズム内部にある結婚への自由を保障しよう
とするベクトルとこの結婚自体を問い直そうとするベクトルの存在
ST10:今日のタスクなど
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	3. 基本的な対立軸
-左派
-（ラディカル・）フェミニズム=第２波・第３波
-リベラル・フェミニズム=第１波
-右派
-宗教的・文化的な保守主義e.g.キリスト教右派、日本の神道政治連盟
-右派ポピュリズム
対立点
-避妊や妊娠中絶に関する女性の決定権、SOGIに関わる権利、結婚の自由、性教育のあ
り方、大学でのジェンダー研究etc.
-保守主義は、女性や性的マイノリティの権利回復を目指すフェミニズムは＜普通の人＞
が伝統的に尊重してきた道徳や家族、国家の脅威であるという言説を採用
ST10:前提知識：フェミニズムをめぐる政治的立場
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	4. SOGI(SexualOrientationandGenderIdentity)
性的指向（相手の性的対象）と性自認（自分の心の性別）を指す
性的マイノリティの名称cf.人口の3%~10%
L:レズビアン（女性の同性愛者）
G:ゲイ（男性の同性愛者）
B:バイセクシュアル（男性も女性も性的対象とするひと）
T:トランスジェンダー（出生時の性別と性自認が一致しないひと）
Q:クィア／クエスチョンニング（性的マイノリティを総称する言葉など）
この他にも、ノンバイナリー（性的志向や性自認を男女という枠組みで取らないひと）
やアセクシャル（恋愛感情を問わず性的欲求を持たない）などがある。
ST10:前提知識：LGBTQ+の定義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	5. 論点は？
法律婚
-国家が特定の関係に(1)公的な承認、(2)公的な支援を付与する制度
-国家はどのような関係を承認して支援するべきなのか？
（国家は税金を使って何を支援するべきなのか）
-異性婚を中心にした伝統的な結婚の是非
事実婚
パートナーシップ制度（市町村レベルの生活上の支援）
結婚式
ST10:結婚とは？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	6. (1)＜性愛規範＞の存在
社会には結婚や恋愛を（生殖に関連する）性愛に結びつける規範が存在する
→構造的不正義
e.g.真っ当なパートナー関係は異性愛による排他的な関係でなければならない
e.g.真っ当なパートナー関係は肉体関係や恋愛関係なけれならない
(2)制度的な不正義
上記の性愛規範に適った異性愛カップルのみに対して、税制や保険、相続税、在留資格、給
付金などの公的な支援を行っている
a.公的な支援が男性に対する経済的依存など女性に対する抑圧を維持する効果をもつ
b.性愛規範に基づく公的な支援は、異性愛カップル以外の関係を有する人々を平等に扱って
いない（＝差別である）
ST10:伝統的な結婚は何が問題であるのか
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	7. 福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	8. 基本的人権としての結婚の自由
-原点としての奴隷解放運動：黒人同士→異人種間の結婚(1968年)
-レズビアンやゲイの権利保障のための制度としてe.g.面会の権利や相続権
-2000年代以降各国で同性婚や代替的な法制度の成立e.g.台湾(2019年)
日本の同性婚訴訟
2021年3月17日札幌地裁「同性婚を認めないことは憲法14条に反する」
→裁判所が国会に対して同性婚を認める方向に向かうべき
憲法14条「法の下の平等」:すべての国民は、法の下に平等であって、人種、信条、性
別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されな
い
憲法24条「両性の合意」:婚姻は、両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を
有することを基本として、相互の協力により維持されなければならない
ST10:同性婚の権利運動
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	9. 結婚廃止論
-国家は特定のパートナー関係に公的な支援をするべきではない
-フェミニズム第二波の問題関心からすると、結婚は家庭内の無償労働や暴力といった抑
圧を維持する機能を備えており事実婚を通じて距離を取るべきもの。同性婚肯定はフェ
ミニズム第三波以降のジェンダー等の多様性が意識されてから。
同性婚慎重論
-同性婚は（部分的に性愛規範を揺るがすものであるが）、モノガミー（一夫一婦による
排他的な関係）を模したレズビアンとゲイを支援することで、部分的に性愛規範を強化
して他のマイノリティをより周縁化させる
-インターセクショナリティ(cf.ST09)の視点
フェミニズムはやはり結婚を廃止するべきなのか？
ST10:フェミニズムと結婚
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	10. エリザベス・ブレイク(ElizabethBrake)
『最小の結婚』
Brake,Elizabeth(2012).MinimizingMarriage:Marriage,Morality,andtheLaw.
結婚を廃止したところで宗教団体が私的承認を与えるので性愛規範は維持される
性愛規範から逸脱するパートナー関係に公的な承認を与えることは、そうした人々が被
ってきた歴史的不正義を是正して対等な市民であることを確認する
（→市町村レベルのパートナーシップ制度では不十分である理由になる）
特定のパートナー関係に公的な支援を行うこと自体が問題なのではなく、結婚を生殖と
結びつける性愛規範に基づく公的な支援が問題である
ST10:ブレイクの最小の結婚(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	11. ブレイクの議論構造
現代は多様な生き方やライフスタイルに溢れている
-誰かと人生の一部を共有してパートナー関係を結ぶ理由は多様であり、異性愛カップル
が子供を作って生涯を添い遂げるというのは生き方の一つにすぎない
国家による政治的権力は、どんな生き方の人でも納得できる理由で正当化されなけれな
らない
-特定の生き方に基づくパートナー関係を支援するのではなく、あらゆるパートナー関係
にあるひとが納得できる理由で支援するべきである
-パートナー関係を結ぶのは、人間はその脆弱性ゆえに他者に依存さざるをえないという
ケア関係を必要とするから。これはどんなひとも納得できる理由である。
国家は、成人同士のあらゆるケア関係に結婚としての(1)公的な承認、(2)最小限の支援
を行うべきである
ST10:ブレイクの最小の結婚(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	12. 福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	13. ブレイクが言いたいこと
伝統的な結婚が想定する家族像を維持する分厚い支援は、特定の人々にとって生きづら
い性愛規範に支えられているだけでなく、法制度としても正当化できない
多様な生き方や家族像があるということを前提にした場合に、国家が結婚として支援す
るべきパートナー関係は幅広いが、その分として支援内容は最小限である
-ポリガミー（複数恋愛）も含めた多様なパートナー関係
-面会の権利、相続権、在留資格
出産や育児などは結婚や家族とは関係なく支援すればよい
性愛規範に基づいて生殖と結びついた結婚のイメージを変えて制度を変革するべきであ
って廃止するべきではない
ST10:ブレイクの最小の結婚(3)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	14. 恋愛関係のない結婚？
男性：ADHD 女性：アスペルガー症候群
障碍を通じて信頼し合い互いの脆弱性を受け入れて助け合って暮らしている
恋愛関係や肉体関係はない
異性愛カップルとして結婚した
-上記の当事者は表向きは異性愛カップルではあるが、生殖という観点からすれば同性愛カッ
プルと違いがないように思える。
-では、あなたはこのカップルの結婚のあり方にどのような直観をもつだろうか。
ST10:具体的なケース
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	15. 今日のお題
性愛規範による抑圧にはどのようなものがあるか。
あなたはブレイクによる結婚のイメージを変えていこうという提案に賛成するか。
再確認だが、リアペは（投稿欄の名前欄は無記名にすれば）教員以外には誰が書いたか
のかはわからない。
その他、通常のリアペとして。お題以外について書いても問題ありません。
ST10:learnwizone
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	16. ST11:（たぶん）トランスジェンダー
ST10:次回
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
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